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だ
1111111111
時時時時時
3030303030
分分分分分
　
長
谷
村
溝
口
の
中

央
構
造
線
公
園
に
戻
り
昼
食
。

な
る
ほ
ど
、
こ
れ
が
そ
れ
か
。

ナ
ウ
マ
ン
さ
ん
が
命
名
し
た

そ
う
だ

11111
時時時時時
　
美
和
ダ
ム
対
岸
の
三
十
五

年
生
カ
ラ
マ
ツ
林
。
す
で
に

ヘ
ク
タ
ー
ル
三
百
本
で
平
均

直
径
は
約
三
十
セ
ン
チ
。
こ

れ
は
す
ご
い
。
こ
の
あ
と
近

く
の
Ｋ
Ｏ
Ａ
森
林
塾
一
年
目

で
植
林
し
た
ヒ
ノ
キ
林
と
枝

打
ち
カ
ラ
マ
ツ
も
見
学
し
た

後
22222
時時時時時
3030303030
分分分分分
　
鹿
嶺
高
原
林
道
入

り
口
の
ア
カ
マ
ツ
林
見
学
。

見
事
に
伸
び
た
百
年
生
近
い

ア
カ
マ
ツ
。
も
う
マ
ツ
タ
ケ

は
期
待
で
き
な
い
が
シ
ョ
ウ

ゲ
ン
ジ
や
キ
シ
メ
ジ
は
十
分

楽
し
め
る
と
の
こ
と
。
歩
道

も
き
れ
い
に
入
り
、
す
ぐ
下

の
保
育
園
の
園
児
さ
ん
ご
用

達
の
き
の
こ
山
。
春
は
三
つ

葉
ツ
ツ
ジ
が
山
一
面
で
見
事

で
す

44444
時時時時時
　
小
屋
に
戻
り
解
散
。
佐
藤

さ
ん
、
運
転
手
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

   
   
   
   
   

伐
倒
組
　

伐
倒
組
　

伐
倒
組
　

伐
倒
組
　

伐
倒
組
　

99999
時時時時時
　
伐
倒
。
と
り
あ
え
ず
伐
倒

の
み
。
伐
倒
方
向
や
立
ち
位

置
か
ら
退
避
す
る
ま
で
…
復

習
開
始

1111111111
時時時時時
　
枝
払
い
・
造
材
。
流
れ
る

よ
う
な
前
さ
ば
き
枝
払
い
。

向
こ
う
側
を
伐
っ
て
か
ら
手

前
へ
廻
し
伐
り
造
材
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告
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告
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コ
ー
ス
第
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五
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開
催
報
告

通
年
コ
ー
ス
第
十
五
回
開
催
報
告

通
年
コ
ー
ス
第
十
五
回
開
催
報
告
『
見
学

『
見
学

『
見
学

『
見
学

『
見
学
・・・・・
復
習
』

復
習
』

復
習
』

復
習
』

復
習
』

『
究
極
の
カ
ラ
マ
ツ
林
つ
く
り
』

『
究
極
の
カ
ラ
マ
ツ
林
つ
く
り
』

『
究
極
の
カ
ラ
マ
ツ
林
つ
く
り
』

『
究
極
の
カ
ラ
マ
ツ
林
つ
く
り
』

『
究
極
の
カ
ラ
マ
ツ
林
つ
く
り
』

 

寒
さ
も
和
ら
い
だ
晩
秋
の
一
日
、

保
科
先
生
の
山
林
を
見
学
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
朝
い
ち
は
三
峰

川
支
流
の
小
黒
川
上
流
に
あ
る
カ

ラ
マ
ツ
山
。
二
十
四
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
う
ち
、
一
九
六
三
年
に
植
え
ら

れ
た
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
カ
ラ
マ

ツ
林
の
一
角
に
一
ア
ー
ル
の
試

験
区
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
は

す
く
す
く
と
伸
び
た
三
十
四
本

の
カ
ラ
マ
ツ
。
平
均
樹
高
は
推
定

で
二
十
四
メ
ー
ト
ル
近
く
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
の
で
相
対
幹
距
比

（
Sr
）
は
お
よ
そ
二
十
三
。
下
草
が

き
れ
い
に
刈
っ
て
あ
る
こ
と
も
あ

り
風
通
し
も
良
く
、
広
々
と
し
た

印
象
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
平
均

直
径
も
三
十
セ
ン
チ
を
超
え
、
も

う
五
年
も
す
れ
ば
ほ
と
ん
ど
の
木

が
単
木
材
積
で
一
立
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
る
は
ず
で
す
。

　
長
谷
村
の
中
央
構
造
線
公
園
で

お
弁
当
を
食
べ
た
後
、
ダ
ム
湖
対

岸
の
三
十
五
年
生
カ
ラ
マ
ツ
林
、

そ
し
て
鹿
嶺
高
原
入
り
口
の
百
年

生
近
い
ア
カ
マ
ツ
林
と
い
ず
れ
も

保
科
先
生
の
山
造
り
の
一
端
を
垣

間
見
る
事
の
で
き
る
、
見
事
な
山

林
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

目
か
ら
う
ろ
こ
の
一
日
で
し
た
。

 

さ
て
一
方
別
働
隊
十
一
人
は
イ

ン
ト
ラ
の
大
野
、
坂
野
の
も
と
、

伐
木
造
材
に
磨
き
を
か
け
る
た

め
、
ま
す
み
ヶ
丘
財
産
区
有
林
に

入
り
ま
し
た
。
木
を
倒
す
の
は
今

回
が
最
後
、
ま
が
り
な
り
に
も
自

分
で
倒
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
で

し
ょ
う
か
。
傾
斜
は
ほ
と
ん
ど
無

い
も
の
の
二
十
数
メ
ー
ト
ル
に
伸

び
た
癖
の
悪
い
ア
カ
マ
ツ
を
ま
あ

ま
あ
思
っ
た
方
向
に
倒
せ
れ
ば
、

初
級
コ
ー
ス
合
格
と
い
う
べ
き
で

し
ょ
う
。
今
後
も
安
全
で
確
実
な

伐
倒
を
め
ざ
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
ま

だ
切
り
足
り
な

い
ナ
と
い
う
方

ご
希
望
あ
れ
ば

後
は
個
別
で
。

第
十
五
回

第
十
五
回

第
十
五
回

第
十
五
回

第
十
五
回
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月月月月月
1616161616
日日日日日
（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

　　　　　『『『『『
山山山山山
林林林林林
見見見見見
学学学学学
ととととと
伐伐伐伐伐
倒倒倒倒倒
』』』』』

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

88888
時時時時時
3030303030
分分分分分
　
島
﨑
先
生
の
山
小

屋
に
集
合
。
日
程
説
明
の
後
、

見
学
班
十
三
人
は
ワ
ゴ
ン
車

二
台
で
天
竜
川
を
越
え
南
ア

ル
プ
ス
の
内
懐
、
長
谷
村
に

向
か
う
。
伐
倒
班
は
ま
す

み
ヶ
丘
の
現
場
へ

 
 
 
   
 
   

見
学
班

見
学
班

見
学
班

見
学
班

見
学
班

1010101010
時時時時時
　
小
黒
川
沿
い
の
カ
ラ
マ
ツ

林
へ
。
保
科
先
生
は
も
う
随

分
前
に
こ
こ
で
待
っ
て
い
て

く
だ
さ
っ
た
模
様
。
林
の

と
っ
つ
き
の
歩
道
の
修
理
が

百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
終
わ
っ
て

い
た
。
保
科
先
生
の
軽
妙
な

説
明
。
今
ま
で
に
何
百
人
か

は
こ
こ
を
訪
れ
て
い
る
は
ず

風通しのよいカラマツ林。0.1haの試験区

下草が刈ってあるので向こうのほうまで根元が見える

すでに落葉が始まっているが空がしっかり見える
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1212121212
時時時時時
　
昼
食
。
日
影
は
寒
い

1313131313
時時時時時
　
伐
倒
〜
枝
払
い
〜
造
材
〜

木
寄
せ
の
一
連
の
作
業
を
一

人
で
。
き
れ
い
に
間
伐
が
進

ん
で
行
く
一
人
五
本
く
ら
い

は
倒
せ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

お
疲
れ
様
で
し
た

1515151515
時時時時時
4545454545
分分分分分
　
作
業
終
了
。
小
屋
へ

戻
り

1616161616
時時時時時
　
解
散

参
加
者
／
井
上
さ
ん
、
尾
形
さ

ん
、
長
部
さ
ん
、
梶
原
さ
ん
、

北
澤
さ
ん
、
鬼
頭
さ
ん
、
木
村

さ
ん
、
黒
岩
さ
ん
、
小
泉
さ

ん
、
小
山
さ
ん
、
斉
藤
さ
ん
、

佐
藤
さ
ん
、
下
平

さ
ん
、
館
野
さ
ん
、

坪
内
さ
ん
、
成
田

さ
ん
、
長
谷
川
さ

ん
、
渕
上
さ
ん
、
松

田
さ
ん
、
宮
沢
さ

ん
、
山
田
さ
ん
、
和

辻
さ
ん
、
長
坂
さ

ん
、
山
浦
さ
ん

講
師
／
保
科
先
生

ス
タ
ッ
フ
／
大

野
、
坂
野
、
早
川

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

　
第
十
六
回

　
第
十
六
回

　
第
十
六
回

　
第
十
六
回

　
第
十
六
回
『
炭
焼
き
』

『
炭
焼
き
』

『
炭
焼
き
』

『
炭
焼
き
』

『
炭
焼
き
』
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月月月月月
3030303030
日日日日日
（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

　
今
年
最
後
の
開
催
で
す
。
移
動

式
炭
化
炉
を
使
っ
て
炭
焼
き
を
し

て
み
ま
し
ょ
う
。
ア
カ
マ
ツ
炭
、

カ
ラ
マ
ツ
炭
で
す
。
仕
込
み
、
火

入
れ
を
午
前
中
に
済
ま
せ
て
後
は

火
の
番
で
す
。

　
そ
ば
う
ち
も
を
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
そ
ば
が
待
ち
き
れ
な
い
方
は

要
お
弁
当
。
そ
し
て
夕
方
か
ら
は

忘
年
会
で
す
。
こ
の
時
期
な
ら
鍋

物
か
な
。
何
か
ご
希
望
あ
れ
ば
事

務
局
ま
で
。

　
窯
止
め
は
恐
ら
く
丑
三
つ
時
く

ら
い
か
。
そ
し
て
窯
を
開
け
る
事

が
で
き
る
の
は
翌
朝
に
な
り
ま

す
。
可
能
な
方
は
火
の
番
を
し
つ

つ
小
屋
で
お
付
き
合
い
く
だ
さ

い
。
窯
開
け
時
に
は
汚
れ
て
も
よ

い
作
業
着
、
マ
ス
ク
な
ど
が
必
要

で
す
。
希
望
者
は
で
き
た
炭
お
持

ち
い
た
だ
け
ま
す
。
あ
れ
ば
、
空

に
な
っ
た
米
袋
な
ど
持
参
く
だ
さ

い

第
十
七
回

第
十
七
回

第
十
七
回

第
十
七
回

第
十
七
回
『
き
の
こ
植
菌
』

『
き
の
こ
植
菌
』

『
き
の
こ
植
菌
』

『
き
の
こ
植
菌
』

『
き
の
こ
植
菌
』
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月月月月月
11111
日日日日日
（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

　
平
成
14
年
度
の
最
終
回
に
な
り

ま
す
。
シ
イ
タ
ケ
、
ナ
メ
コ
な
ど

の
き
の
こ
を
原
木
栽
培
す
る
た
め

の
菌
打
ち
で
す
。
種
駒
、
鋸
菌
の

両
方
の
方
法
で
や
っ
て
み
る
予
定

で
す
。
8
時
30
分
　
島
﨑
先
生
の

山
小
屋
に
集
合
。
こ
の
時

期
こ
の
あ
た
り
は
積
雪
や

道
路
凍
結
な
ど
の
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
車
で
お
見

え
の
方
は
ス
タ
ッ
ド
レ
ス

タ
イ
ヤ
や
チ
ェ
ー
ン
な
ど

の
滑
り
止
め
を
ご
用
意
の

う
え
お
気
を
つ
け
て
お
越

し
く
だ
さ
い
。
道
路
状
況

な
ど
の
問
い
合
わ
せ
は
事

務
局
ま
で
。

  

秋
の
二
泊
三
日
の
集
中
コ
ー
ス

に
初
め
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
保
科
孫
恵
先
生
、
島
﨑

洋
路
先
生
は
じ
め
、
実
地
指
導
く

だ
さ
っ
た
ス
タ
ッ
フ
の
皆
々
様
に

は
、
右
も
左
も
わ
か
ら
ぬ
新
参
者

に
、
心
温
ま
る
ご
指
導
い
た
だ

き
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
鈴
木
有
氏
ら
の
呼
び
か
け
で
始

ま
っ
た｢

国
産
材
で
家
を
造
る
運

動｣

を
知
り
、
や
っ
と
動
き
出
し

た
と
内
心
ホ
ッ
と
し
た
の
が
昨
日

の
よ
う
で
す
。
あ
れ
か
ら
漠
然

と
、「
つ
い
の
住
家
は
、
八
畳
一
間

に
土
間
が
あ
っ
て
、
板
壁
で
、
柱

は
間
伐
材
で
…｣

と
夢
を
描
く
も

の
の
実
際
の
行
動
と
な
る
と
熱
は

入
ら
な
か
っ
た
。
第
一
、
私
に

と
っ
て
、
森
は
し
ろ
う
と
の
入
る

べ
か
ら
ざ
る
聖
域
で
あ
っ
た
。
脚

半
に
地
下
足
袋
姿
は
聖
人
に
見
え

る
。
ど
う
取
り
組
ん
だ
ら
い
い
の

か
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
勉
強
会
を

リリリリリレレレレレーーーーー通通通通通信信信信信
新たな問題集新たな問題集新たな問題集新たな問題集新たな問題集

　田幸　さよ子　田幸　さよ子　田幸　さよ子　田幸　さよ子　田幸　さよ子

谷にスギ、中にヒノキで尾根カラマツ、教科書どおり

枝を打ったカラマツ林。美しい

見たか！これが中央構造線

あのナウマンさんが（象じゃないぞ）名付け親なんだって

35年生、300本／ha　伸び伸び伸びる
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や
っ
て
い
る
と
い
う
事
を
耳
に
し

て
も
、
私
は
し
ろ
う
と
だ
し
な
ァ

…
、
と
モ
ン
モ
ン
と
し
て
い
た
そ

ん
な
あ
る
日
、
突
然
知
人
か
ら
、

「
山
に
入
れ
る｣

旨
の
話
が
舞
い
込

ん
だ
。
私
は
飛
び
つ
い
た
。
畑
で

時
々
は
い
て
い
る
地
下
足
袋
だ
け

を
持
っ
て
。
も
う
、
ワ
ク
ワ
ク
ド

キ
ド
キ
ゝ
ゝ
、
山
野
草
を
取
り
に

入
る
の
と
は
一
段
も
二
段
も
『
高

尚
な
心
境
』

 

さ
ら
に
、
森
林
塾
受
講
の
話
が

出
る
も
、
専
門
知
識
を
得
る
な
ん

て
、
私
に
は
そ
ん
な
資
格
は
無
い

…
と
、
最
初
か
ら
及
び
腰
で
あ
っ

た
。
第
一
予
定
が
入
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
せ
っ
か
く
の
チ
ャ
ン

ス
、
と
も
か
く
別
の
人
間
を
プ
ロ

に
育
て
よ
う
…
と
考
え
る
の
が
精

一
杯
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
な
ん
と

そ
の
予
定
が
一
週
間
ず
れ
る
こ
と

に
な
り
、
思
い
が
け
な
い
自
ら
の

参
加
と
な
っ
た
の
で
す
。

 

思
え
ば
、
こ
の
二
十
余
年
、｢

農

の
再
生｣

に
全
力
投
球
し
て
き
た
。

試
験
場
―
農
協
―
農
家
、
権
威
好

き
な
男
社
会（
?!
）
に
女
一
匹
、殴

り
込
み
を
掛
け
る
。
奇
人
・
変
人

扱
い
さ
れ
た
当
時
を
振

り
返
る
。
土
壌
微
生
物

の
健
全
な
繁
栄
あ
っ
て

の
作
物
。
無
化
学
肥
料
、

無
農
薬
…
食
べ
物
が
命

を
育
む
。
未
来
を
悲
観

し
た
当
時
の
投
げ
や
り

な
若
い
農
業
後
継
者
を

励
ま
し
続
け
、
何
人
か

の
実
践
者
を
育
て
あ
げ

た
安
堵
の
思
い
と
、
世

を
挙
げ
て
、
安
全
指
向
―
地
場

産
、
国
産
支
持
―
へ
の
方
向
転
換

に
、
私
の
役
目
は
、
一
段
落
し
た

と
思
っ
た
。
人
生
五
十
年
、
人
の

三
倍
も
、
が
む
し
ゃ
ら
に
生
き
た

か
ら
、
も
う
休
み
た
い
。
人
生
の

幕
引
き
の
準
備
を
ア
レ
コ
レ
考
え

て
い
た
の
で
す
。

 

『
森
の
再
生
』
ま
さ
か
、
私
へ
の

新
し
い
問
題
集
（
?!
）
じ
ゃ
な
い

で
し
ょ
と
、
訝
っ
て
み
る
の
で
す

が
、
ど
う
し
て
、
こ
ん
な
に
う
れ

し
い
の
で
し
ょ
う
か
。
な
ん
だ
か

わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
涙
が
出
る

ほ
ど
う
れ
し
い
の
で
す
。
研
修
所

に
、
辿
り
着
い
た
と
き
、
若
い
人

達
（
女
性
も
含
め
て
）
が
、
こ
ん

な
に
も
興
味
を
持
っ
て
く
れ
て
い

る
事
が
、
ま
た
う
れ
し
い
。「
日
本

の
将
来
は
、
や
っ
ぱ
明
る
い
ぞ｣

と
確
信
。
初
め
て
お
じ
ゃ
ま
し
た

研
修
所
の
中
は
土
間
と
、
薪
ス

ト
ー
ブ
と
、
囲
炉
裏
と
…
。
赤
松

の
床
。
無
垢
の
床
は
、
七
年
を
経

て
、
何
と
も
言
え
な
い
ツ
ヤ
が

あ
っ
た
。

 

自
己
紹
介
を
経
て
、
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
る
。
先
生
は
、
私
の
娘

か
と
思
う
若
い
美
人
の
先
生
と
、

山
の
事
は
、
何
で
も
知
り
尽
く
し

て
い
る
私
と
同
年
代
の
男
の
先
生

（
も
っ
と
若
か
っ
た
ら
ゴ
メ
ン
な

さ
い
）。
そ
の
ま
ま
直
径
が
出
る

不
思
議
な
ス
ケ
ー
ル
を
作
成
し
、

森
に
入
る
。
柔
ら
か
な
秋
の
陽
射

し
と
、
檜
の
木
々
が
気
持
ち
よ
く

迎
え
て
く
れ
た
。
樹
高
を
測
る
道

具
も
興
味
深
か
っ
た
。
少
し
づ
つ

プ
ロ
に
な
っ
て
い
く
錯
覚
―

ち
ょ
っ
と
早
い
―
。

 

午
後
は
、
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
。
す

ゲ
ー
計
算
式
に
目
を
白
黒
。
時
々

先
生
の
言
葉
が
子
守
唄
に
。
夜

は
、
先
生
も
含
め
、
み
ん
な
旧
来

の
友
の
よ
う
に
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

を
囲
む
。
そ
し
て
、
身
動
き
ひ
と

つ
せ
ず
朝
ま
で
爆
睡
。

 
翌
日
は
、
小
雨
。
予
定
を
変
更
。

先
生
の
案
内
で
研
修
所
と
な
り
の

伐
採
跡
地
へ
。
こ
こ
で
強
烈
な
印

象
を
受
け
た
事
を
特
記
す
る
。
こ

こ
は
、
一
昨
年
夏
ま
で
林
だ
っ
た

と
こ
ろ
で
丸
二
年
経
っ
た
ば
か
り

で
し
た
。
何
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
雑

木
の
幼
木
が
す
く
す
く
と
育
っ
て

い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
の

木
々
の
種
は
、
何
年
も
の
（
?!
）

か
。
動
物
た
ち
が
落
と
し
て
い
っ

た
も
の
か
、
身
の
丈
以
上
に
育
っ

て
い
る
の
で
す
。
自
然
の
力
は
偉

大
な
り
。
直
根
（
主
根
）
が
、
ま
っ

す
ぐ
大
地
に
深
く
深
く
入
っ
た
幼

木
は
、
育
ち
方
も
や
わ
じ
ゃ
な

い
。

 

手
を
か
け
ず
、
そ
っ
と
見
守
る
、

ま
さ
に
「
自
然
の
『
自
然
治
癒
力
』

に
委
ね
る
」。
島
﨑
先
生
の
お
話

の
中
で
、「
十
年
待
っ
て
く
れ｣

で

は
な
い
け
れ
ど
、
森
の
再
生
サ
イ

ク
ル
が
百
年
、
二
百
年
単
位
で
あ

る
と
し
た
ら
、
そ
の
う
ち
の
数
年

を｢

そ
っ
と
見
守
る｣

ゆ
と
り
を
持

ち
た
い
も
の
だ
と
、
つ
く
づ
く
実

感
し
ま
し
た
。
植
林
と
自
然
再
生

林
、
ど
ち
ら
が
森
が
喜
ぶ
こ
と
な

の
か
。
私
た
ち
は
、
自
然
を
借
り

て
、
あ
ま
り
に
壮
大
な
実
験
を

し
、
失
敗
を
し
た
。「
借
り
た
借
り

は
返
す｣

と
い
う
法
則
が
あ
て
は

ま
る
な
ら
ば
、
私
た
ち
は
、
こ
れ

か
ら
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
し
て
、
今
度
は
、｢

人
間
の
都

合｣

は
、
勘
定
に
入
れ
て
は
な
ら

な
い
の
で
あ
る
。

 

紙
面
が
、
わ
ず
か
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
感
動

と
、
ハ
プ
ニ
ン
グ(

体
験)

。
わ
ず

か
数
日
の
受
講
で
、
大
切
な
大
切

な
知
識
と
教
訓
を
頂
き
ま
し
た
。

疑
問
、
不
安
が
解
け
て
い
っ
た
貴

重
な
日
々
で
し
た
。
ま
だ
、
ス

タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
た
ば
か
り

で
す
が
、
ど
う
か
今
後
と
も
、
ご

指
導
よ
ろ
し
く
、
お
願
い
し
ま

す
。

　
私
の
生
ま
れ
た
愛
知
県
碧
南
市

は
新
須
磨
と
玉
津
浦
と
い
う
海
水

浴
場
が
ふ
た
つ
も
あ
っ
た
海
辺
の

町
で
す
。

 

夏
に
な
る
と
、
ま
だ
小
さ
か
っ

た
私
を
自
転
車
の
荷
台
乗
せ
て
親

父
が
海
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た

事
を
思
い
出
し
ま
す
。
日
が
暮
れ

る
ま
で
遊
ん
で
、
そ
し
て
親
父
の

運
転
す
る
自
転
車
の
荷
台
に
乗
っ

て
帰
る
と
き
、
海
を
渡
っ
て
吹
い

て
く
る
松
風
が
、
日
に
焼
け
て
火

照
っ
た
体
に
気
持
ち
良
く
、
睡
魔

と
戦
い
な
が
ら
自
転
車
か
ら
落
ち

な
い
よ
う
に
親
父
に
必
死
に
つ
か

ま
り
な
が
ら
、
ぼ
ん
や
り
と
し
た

意
識
の
中
で
何
か
大
切
な
こ
と
を

教
え
て
く
れ
た
よ
う
な
そ
ん
な
気

が
し
ま
す
。

　
し
か
し
、
幸
せ
は
長
く
続
か
な

い
も
の
で
、
防
波
堤
が
で
き
て
僕

た
ち
と
海
を
隔
て
、
や
が
て
浜
辺

は
工
場
と
火
力
発
電
所
に
占
領
さ

れ
て
僕
た
ち
の
海
は
「
あ
ぶ
な

い
。
良
い
子
は
こ
こ
で
遊
ば
な

い
。
」
と
い
う
危
険
な
場
所
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
風
は

無
口
に
な
り
、
何
か
大
切
な
も
の

を
失
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
あ
れ
か
ら
四
十
年
、
風
は
、
と

き
に
弱
く
、
と
き
に
強
く
吹
い
て

は
小
さ
な
悩
み
を
吹
き
飛
ば
し
て

は
く
れ
ま
し
た
が
、
何
も
教
え
て

は
く
れ
ま
せ
ん
。
世
間
の
垢
と
贅

肉
だ
け
は
沢
山
付
い
た
が
、
大
切

な
何
か
は
禿
げ
、
い
や
剥
げ
（
他

意
は
あ
り
ま
せ
ん
）
落
ち
た
ま
ま

で
、
未
だ
に
小
さ
い
こ
ろ
の
無
く

し
物
は
何
処
か
に
行
っ
た
き
り
見

つ
か
ら
な
い
。
四
十
歳
は
不
惑
と

言
う
ら
し
い
が
、
私
は
今
だ
五
里

霧
中
で
僅
か
な
光
さ
え
も
見
え
や

し
な
い
。

　
い
ま
は
、
ゼ
ネ
コ
ン
の
設
計
部

で
建
築
設
計
し
て
い
る
。
食
う
為

と
は
い
え
自
分
の
思
い
と
は
裏
腹

に
、
た
く
さ
ん
の
田
圃
や
里
山
を

潰
し
て
工
場
や
物
流
倉
庫
を
設
計

し
て
い
る
。
そ
の
罪
の
重
さ
に
耐

え
切
れ
ず
、
愛
知
県
の
募
集
し
た

間
伐
支
援
隊
に
応
募
し
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
山
の
手
入
れ
を
は
じ
め

た
。
罪
滅
ぼ
し
の
つ
も
り
で
少
し

で
も
山
が
元
気
に
な
れ
ば
と
の
思

い
で
は
じ
め
た
。

　
が
、
四
年
や
っ
て
い
る
う
ち
に

慢
心
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
、
義

父
の
持
っ
て
い
る
山
の
手
入
れ
に

い
っ
た
の
で
す
が
、
膝
を
切
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
し
ま
っ
た
！
と

思
っ
た
と
き
に
は
既
に
遅
く
見
る

間
に
ズ
ボ
ン
が
赤
く
染
ま
っ
て
行

き
ま
し
た
。
す
ぐ
に
手
拭
で
止
血

す
る
と
、
幸
い
出
血
は
お
さ
ま
り

リリリリリレレレレレーーーーー通通通通通信信信信信
風が吹いていた風が吹いていた風が吹いていた風が吹いていた風が吹いていた
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す
。
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ

る
の
で
す
が
、
使
う
油
、
ブ
レ
ン

ド
の
し
か
た
に
よ
っ
て
石
け
ん

の
性
質
や
、
肌
に
対
す
る
効
用
が

変
わ
っ
て
き
ま
す
。

 

し
っ
と
り
し
た
り
、
さ
っ
ぱ
り

し
た
り
、
傷
や
荒
れ
肌
の
修
復
を

助
け
た
り
、
日
焼
け
止
め
作
用
が

あ
っ
た
り
。
ぶ
く
ぶ
く
大
き
な
泡

が
た
く
さ
ん
立
っ
た
り
、
し
っ
と

り
、
と
ろ
り
と
し
た
き
め
こ
ま
か

な
泡
が
控
え
め
に
立
っ
た
り
。
さ

ら
に
、
香
り
付
け
や
肌
や
髪
へ
の

効
用
の
た
め
に
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ

ル
オ
イ
ル
を
い
れ
た
り
、
花
び
ら

を
ま
ぜ
た
り
、
仕
込
み
の
水
を

ハ
ー
ブ
を
煮
出
し
た
も
の
に
し

た
り
、
保
湿
の
た
め
に
は
ち
み
つ

や
米
ぬ
か
を
混
ぜ
込
ん
だ
り
…
。

　
知
る
ほ
ど
に
つ
く
る
ほ
ど
に

世
界
は
広
が
り
、
あ
た
ら
し
い
試

み
が
次
か
ら
次
へ
と
浮
か
ん
で

き
て
わ
く
わ
く
し
ま
す
。
型
に
入

れ
て
か
ら
使
え
る
よ
う
に
な
る

ま
で
に
四
〜
六
週
間
か
か
る
の

で
、
熟
成
を
待
つ
石
け
ん
が
ど
ん

ど
ん
で
き
ま
す
。
あ
ん
ま
り
た
く

さ
ん
石
け
ん
が
あ
っ
て
も
、
と
も

思
う
の
で
（
見
て
い
る
家
族
の
手

前
）
や
た
ら
に
作
れ
な
い
の
で
す

が
…
。

　「
ユ
ズ
の
皮
と
ヒ
ノ
キ
の
香
り

の
せ
っ
け
ん
」「
ピ
ン
ク
色
し
た

ご
ま
油
の
せ
っ
け
ん
」
「
コ
ー

ヒ
ー
を
仕
込
み
の
水
に
使
っ
て
、

ク
レ
イ
を
混
ぜ
た
消
臭
効
果
と

汚
れ
落
ち
抜
群
の
せ
っ
け
ん
」

「
縞
模
様
の
石
け
ん
」「
牛
乳
石
け

ん
」「
透
明
な
石
け
ん
」
…
。

投稿大歓迎。ご意見、ご質問、
ご要望、事務局まで。
TEL　0265-70-7065
FAX　0265-70-7994

E-mail:
ki-hayakawa@koanet.co.jp
sh-sakano@koanet.co.jp
mi-tsuboki@koanet.co.jp
携帯:0902-53-26375（開催日）
H.P.http://www.koanet.co.jp

     

◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

　 

子
供
の
こ
ろ
、
す
て
き
な
香

り
や
色
の
石
け
ん
を
引
き
出
し
に

大
事
に
し
ま
っ
て
、
な
で
た
り
に

お
い
を
か
い
だ
り
し
て
大
事
に
し

て
い
ま
し
た
。
し
っ
と
り
し
た
手

触
り
と
重
み
で
、
不
思
議
な
魅
力

が
あ
り
ま
し
た
。
自
分
で
簡
単

に
、
し
か
も
肌
や
髪
に
す
ば
ら
し

い
効
用
の
あ
る
石
け
ん
が
作
れ
る

こ
と
を
最
近
に
な
っ
て
知
り
、

今
、
石
け
ん
づ
く
り
に
夢
中
で

す
。

 

石
け
ん
は
油
、
苛
性
ソ
ー
ダ
、
水

を
原
料
と
し
て
つ
く
り
ま
す
。
原

料
と
な
る
油
は
植
物
性
の
も
の
を

主
に
使
う
の
で
す
が
、
オ
リ
ー

ブ
、
な
た
ね
、
ご
ま
、
ア
ー
モ
ン

ド
、
コ
コ
ナ
ッ
ツ
、
マ
カ
デ
ミ
ア

ナ
ッ
ツ
、
ヘ
ー
ゼ
ル
ナ
ッ
ツ
、
つ

ば
き
、
米
（
ぬ
か
）
：
：
な
ど
な

ど
、
ひ
ま
し
油
な
ん
か
も
使
い
ま

　
作
り
た
い
石
け
ん
が
い
っ
ぱ
い

あ
っ
て
ド
キ
ド
キ
し
ま
す
。
当

分
、
こ
の
ド
キ
ド
キ
に
身
を
任
せ

る
つ
も
り
。

　
く
ぅ
ー
、
た
の
し
ー
い
!!

 

　
　
　
　
　[

り
ら]

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

　
カ
ラ
マ
ツ
の
葉
が
は
ら
は
ら
と

落
ち
て
背
中
に
入
る
く
ら
い
は
我

慢
で
き
ま
す
が
、
野
沢
菜
や
白
菜

の
葉
の
間
に
入
っ
て
そ
の
ま
ま
漬

物
に
な
っ
て
し
ま
う
と
と
ん
だ
迷

惑
。
カ
ラ
マ
ツ
入
り
キ
ム
チ
な
ん

て
ま
っ
た
く
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

　
と
こ
ろ
で
他
の
針
葉
樹
は
ず
っ

と
葉
が
落
ち
な
い
か
と
い
う
と
そ

う
で
も
な
く
、
ヒ
ノ
キ
の
葉
も
、

薪
ス
ト
ー
ブ
の
焚
き
付
け
に
欠
か

せ
な
い
ア
カ
マ
ツ
の
葉
も
ち
ょ
う

ど
今
頃
、
は
ら
は
ら
と
落
葉
し
て

い
る
の
で
す
。
カ
ラ
マ
ツ
の
葉
が

半
年
余
り
で
リ
ス
ト
ラ
さ
れ
て
し

ま
う
の
に
比
べ
、
ア
カ
マ
ツ
の
葉

は
一
年
半
余
り
、
ヒ
ノ
キ
の
葉
は

五
年
半
余
り
で
同
じ
よ
う
に
リ
ス

ト
ラ
の
憂
き
目
に
遭
っ
て
い
る
、

そ
の
期
間
の
違
い
な
の
だ
そ
う
で

す
。（
参
考
：
森
林
の100

不
思

議
）

何
と
か
歩
い
て
下
り
ら
れ
そ
う
だ

と
判
り
、
幾
分
冷
静
さ
が
戻
っ
て

流
れ
る
雲
を
枝
葉
の
間
か
ら
見
上

げ
て
い
る
と
、
ふ
と
言
葉
が
浮
か

ん
だ
。
そ
れ
は
「
間
伐
と
下
草
刈

り
に
来
た
け
れ
ど
、
木
を
伐
ら
ず

に
足
切
っ
て
、
草
を
刈
ら
ず
に
痛

か
っ
た
。」
だ
っ
た
。
我
な
が
ら
上

手
く
出
来
た
「
う
ふ
ふ
座
布
団
一

枚
だ
な
。」
な
ど
と
つ
ぶ
や
き
な

が
ら
足
か
ら
血
を
流
し
て
ニ
タ
ニ

タ
し
な
が
ら
歩
い
て
山
か
ら
下
り

て
き
た
事
を
思
い
出
す
と
（
思
い

出
し
た
く
な
い
が
）
あ
あ
…
笑
え

る
。
と
、
こ
こ
ま
で
は
親
睦
会
で

も
告
白
し
た
の
で
ご
存
知
の
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
う
の
で
後
日

談
を
ひ
と
つ
、
傷
は
五
針
縫
っ
た

が
化
膿
す
る
こ
と
も
な
く
三
週
間

ほ
ど
で
完
治
し
た
。
こ
れ
を
戒
め

と
し
よ
う
と
包
帯
を
取
っ
て
初
め

て
傷
跡
を
見
る
と
イ
ナ
ズ
マ
の
よ

う
に
見
え
る
で
は
な
い
か
。
早

速
、
娘
を
呼
ん
で
「
こ
の
傷
跡
が

こ
こ
（
額
）
に
あ
れ
ば
ハ
リ
ー
・

ポ
ッ
タ
ー
だ
っ
た
が
、
膝
に
あ
る

ん
じ
ゃ
ハ
リ
ー
・（
で
）
ヌ
ッ
タ
ー

だ
な
」
と
言
っ
て
や
っ
た
。
…
ぜ

ん
ぜ
ん
受
け
な
か
っ
た
。
そ
れ
以

来
、
家
族
の
視
線
が
冷
た
い
。

閑
話
休
題

　
二
十
歳
の
こ
ろ
見
た
民
家
の
木

組
み
の
美
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
、
自

分
も
造
り
た
い
と
ず
っ
と
想
っ
て

い
た
。
チ
ャ
ン
ス
が
や
っ
て
来

た
。
犠
牲
者
は
実
父
で
あ
っ
た
。

道
路
拡
張
に
伴
う
建
替
え
で
十
八

坪
の
住
宅
を
設
計
す
る
こ
と
に
な

り
、
会
社
で
溜
ま
っ
た
フ
ラ
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
を
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り

に
解
消
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
設
計

は
出
来
た
が
何
処
へ
行
け
ば
国
産

材
が
手
に
入
る
の
か
、
誰
に
頼
め

ば
良
い
の
か
判
ら
ず
町
の
工
務
店

で
は
ほ
と
ん
ど
が
外
材
で
川
上
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
既
に
消
え
て

い
る
こ
と
に
驚
い
た
。
ど
う
し
た

も
の
か
と
思
っ
た
が
、
木
は
何
処

に
あ
る
？
山
だ
！
さ
れ
ば
と
思
い

足
助
に
木
を
探
し
に
行
っ
た
の
が

山
に
か
か
わ
る
始
ま
り
だ
っ
た
。

　
そ
ん
な
時
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
緑
の
列
島

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
Ｍ
Ｏ
Ｋ
ス
ク
ー

ル
で
島
﨑
先
生
の
講
演
を
拝
聴

し
、
目
か
ら
鱗
が
落
ち
た
。
何
枚

も
落
ち
た
。
木
を
伐
る
こ
と
は
必

要
な
こ
と
、
山
に
木
が
あ
り
す
ぎ

て
そ
の
手
入
れ
が
さ
れ
な
い
為
に

山
が
荒
れ
て
い
る
こ
と
。

し
か
し
、
や
れ
ば
で
き

る
こ
と
。
そ
し
て
な
に

よ
り
国
産
材
を
使
っ
て

家
を
造
る
こ
と
は
山
を

甦
ら
せ
る
こ
と
に
な
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
、
輝

く
頭
、
い
や
明
日
が
（
ほ

ん
と
他
意
は
あ
り
ま
せ

ん
保
科
先
生
）
見
え
た

気
が
し
た
。

　
Ｋ
Ｏ
Ａ
森
林
塾
へ
入
り
た
い
と

思
っ
た
。
伊
那
市
ま
で
の
距
離
を

考
え
る
と
続
く
か
ど
う
か
不
安
は

あ
っ
た
が
、
来
て
良
か
っ
た
。
個

性
豊
か
な
塾
生
の
皆
さ
ん
、
親
切

な
イ
ン
ト
ラ
の
方
々
、
す
ば
ら
し

い
講
師
陣
。
本
当
に
あ
っ
と
言
う

間
の
半
年
で
し
た
。

　
毎
回
参
加
す
る
た
び
に
触
発
さ

れ
て
い
る
の
で
す
が
な
か
で
も
印

象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
島
﨑
先

生
が
仰
ら
れ
た
「
山
造
り
に
ベ
ス

ト
は
無
い
、
正
解
は
ひ
と
つ
で
は

な
い
の
だ
か
ら
自
分
が
ベ
タ
ー
だ

と
思
う
こ
と
を
や
れ
ば
良
い
。」

（
違
っ
て
い
た
ら
ゴ
メ
ン
ナ
サ
イ
）

と
い
う
事
と
、
そ
し
て
も
う
ひ
と

つ
、
間
伐
の
実
習
の
時
に
イ
ン
ト

ラ
の
石
原
さ
ん
が
言
っ
た
「
切
り

株
に
は
山
の
神
様
が
座
る
の
だ
か

ら
丁
寧
に
き
れ
い
に
伐
ら
な
け
れ

ば
ダ
メ
」（
違
っ
て
い
た
ら
ゴ
メ

ン
ナ
サ
イ
）
と
い
う
こ
と
。
こ
れ

に
は
参
っ
た
。
国
産
材
を
使
う
と

い
う
意
味
は
、
単
に
木
組
み
の
家

を
伝
統
構
法
で
造
れ
ば
よ
い
と
い

う
だ
け
で
な
く
、
そ
の
裏
に
あ
る

文
化
や
川
上
の
思
い
を
入
れ
て
建

て
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
。
そ
れ

が
な
け
れ
ば
外
材
を
使
う
の
と
な

ん
ら
変
わ
ら
な
い
の
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
に
気
が
付
い
た
。
カ

ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
。

　
こ
こ
な
ら
見
つ
か
る
か
も
知
れ

な
い
と
思
っ
た
。
小
さ
い
こ
ろ
の

大
切
な
無
く
し
物
が
。
そ
れ
は
、

小
さ
い
こ
ろ
誰
も
が
持
っ
て
い
た

自
分
だ
け
の
神
様
か
も
し
れ
な
い

と
。

　Slow but steady 

焦
ら
ず

や
っ
て
い
こ
う
。
ま
だ
小
さ
い
こ

ろ
見
失
っ
た
神
様
は
見
つ
か
ら
な

い
が
、
今
度
は
山
の
風
が
教
え
て

く
れ
る
か
も
し
れ
な

い
。

　
出
来
る
こ
と
か
ら

や
っ
て
い
こ
う
。
そ

し
て
い
つ
か
は
私
の

伐
っ
た
切
り
株
に
も

ど
う
ぞ
座
っ
て
く
だ

さ
い
と
言
え
る
よ
う

に
。

　
風
を
感
じ
な
が

ら
。

 The answer my friend is blowin’
in the wind the answer is blowin’
in the wind……


